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「私たちから、つながりをひろげて、地域をかえる」をテーマに掲げ、少子高齢化がすすむ地域社会におい
て、いかにして新しい協同の形を見出し、持続可能なまちづくりをすすめるかを模索する場として、一人ひと
りが主人公として考えられるようにと開催しました。特に、従来の行政や家族による支え（家族資源）だけで
は限界がある中で、地域住民や団体、企業が連携して生み出す「地域資源」が重要だと感じる場となりました。 

地域の主役は小さな「おたがいさま」 
森代表理事からは、地域を支え
る根幹は「小さな協同」にあり、
生協や行政の枠をこえ、多様な
人々が手を取り合い、事例を共有
することで、少子高齢化の中でも
誰もが「安心して暮らし続けられ
る持続可能なまち」を自分たちの

手でつくろうと呼びかけが挨拶の中でありました。 

岐阜：ＩＴ業界から農業へ「生きるための生命活動」
としての養鶏
若手移住者による
「生命活動としての
農業」 として、東京
の IT 業界から移住
した中村夫妻は、自
然卵養鶏を営んでい
ます。彼らにとって
農業は単なる「稼ぐ
ための手段」ではな
く、食の安全や土との関わりを通じた「生きるため
の生命活動」そのものです。地域のライスセンター
や豆腐店から出たものを鶏の餌にするなど、外部に
依存しない地域内循環を実現しています。土から離
れた現代社会の中で、小さな循環、自分のできる範
囲でいいので生活の本質を少し考えてほしいと呼び

かけられました。 

尾張：ニュータウンを支える住民のおたがいさま 

高齢化が進む高蔵寺ニュータウンでは、生協の店
舗を拠点とした「美老（みろ）の会」などの居場所
づくりや、有償ボランティアによる「くらしたすけ
あいの会」が活動しています。介護保険では対応し
きれない単発の困りごと（通院介助や大掃除など）
を住民同士が支え合うことで、孤独・孤立を防ぐプ
ラットホームを構築しています。 
地域包括支援センターの三浦
センター長からは行政だけでは
対応しきれない地域の課題を補
完し、孤独や孤立を防ぐプラッ
トホームになっているとのコメ
ントがありました。 
常任理事の小木曽先生は支え
合う農業、地域資源などをキー
ワードにコメントしました。
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お昼の交流タイムは「にぎやか」な場となりました。 

やなマルシェの松山さんによるリフレッシュ体操
やじゃんけん大会は発表報告が続く中で集中をとき
ほぐしなごやかでにぎやかな場をつくってくれまし
た。 
交流タイムはにぎやかなブースで、やなマルシェ
の小物やシフォンケーキ販売、沖縄特別企画報告会
のご案内がにぎわっていました。書籍コーナーの安
藤信雄先生の「基礎経営学」、向井清史先生の「新し
い市民協働を拓く」の本も完売でした。 

三河：食と農がつなぐ「粋な老い支度」 

中島さん（右の写真）は定年退職後、「えざね協同
ファーム」で有機農業に取り組んでいます。土に触
れ、仲間と共に野菜を育てることは、健康維持だけ
でなく、成長を見守る喜び（元気の源）を生み出し
ています。これは個人の「老い支度」を地域全体の
活動へと広げた事例です。農業を通じて多世代が交
流し、見守り合う地域の形として示されました。 

三重：移動販売車が運ぶ「買い物以上の価値」 
松阪市を中心に運行される
コープみえの移動販売車は、
単なる物資の供給に留まら
ず、利用者の安否確認や、停留
所での住民交流の場を創出し
ています。買い物という日常
の行為を通じて、顕在化しにくい生活課題を拾い上
げ、行政や社協へつなぐ役割を果たしています。 
 実際に利用する高齢者からは「車に乗れない時が
来る、続けてほしい」という切実な声、「みんなの顔

が見られて嬉しい」といった声が出されています。
地域の安心を支える大きな柱となっています。 

午後の分散会では「地域資源ってなに」をテーマに話
し合いました

九鬼さんがすすめ方を説
明し、グループごとに事例報
告で感じたこと、自分の地域
の「資源」について話し合い
ました。私の時間は、集中し
て話を聞いて、もっと広がる、
もっといい方向に行くため
の応援のコメントがたくさ
ん出されていました。 

総括：手段から目的への転換 
まとめにあたってJCAの前田さんからコメントを
もらいました。フォーラムのまとめは向井清史先生
です。これらの活動の本質は「行為の目的化」にあ
ると指摘されました。農業や協同活動を、単にお金
を得たり便利さを追求したりするための「手段」に
するのではなく、その活動自体を自分の生活の充実
や「生きること」そのもの、つまり「目的」に据え直
すことが、豊かな地域社会を築く鍵となります。こ
うした小さな協同の積み重ねが、地域を再生させる
大きな力（地域資源）となっていくのです。 

春日さん、村松さん
過密スケジュールの司
会進行お疲れさまでし
た。 
（文責 駒井義明） 
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私たちの「らしさ」を未来へつなぐために 
ICA「協同組合のアイデンティティ」協議草案２へ、意見を提出しました 

2025 年 11 月 25 日、地域と協同の研究セン
ターは、国際協同組合同盟（ICA）に対し、協
同組合の定義や原則（アイデンティティ）の協
議草案２に関する意見書を提出しました。「ア
イデンティティの改定」と聞くと、直接には関
係ない話のように思えるかもしれません。しか
し、これからの 30 年、協同組合が活動する際
の「羅針盤」を決めるとても重要な話し合いで
す。現場の声として何を世界に伝えたのか、そ
のポイントを報告します。 

１．意見提出までの道のり

今回の改定議論は、2021 年の ICAソウル大
会から始まりました。世界中で「これからの協
同組合はどうあるべきか」問い直される中、当
センターでは、これをチャンスと捉えました。 
2022 年から、「平和のために何ができる

か」「職員の働きがいとは何か」といったテー
マで「協同組合の役割に関するセミナーを重ね
ました。日々の業務に関わる職員や、地域で暮
らす組合員、連携するNPOの方々の声を大切
にするためです。 
2024 年 3月に最初の意見を出し、その後

ICAから示された新しい「協議草案２」を見
て、さらに議論を深めました。2025 年 10月に
は集中的な検討会を行い、意見書が完成しまし
た。これは、足掛け 4年にわたる東海地域の現
場での「実践と対話」が詰まったメッセージで
す。 

２．私たちの声が届いた！ 歓迎したいポイン

ト 

嬉しかったのは、ICAから示された「協議草
案２」に、私たちが以前から主張していたこと
がいくつか盛り込まれたことです。 
①「持続可能性への価値」が加わった
協同組合が大切にする「価値」の中に、「将

来世代の守り手として、社会的・環境的責任を
果たす」という言葉が入りました。気候変動な
どが心配される今、子どもたちの未来を守るこ
とも協同組合の大事な役目だと認められたので
す。 

②「平和な未来」という言葉が入った
第 7原則（地域社会への関与）の目標とし

て、「平和で公正、持続可能な未来」が明記さ
れました。争いの絶えない世界情勢の中で、協
同組合が「平和を求める組織」であることがは
っきり示されたのは大きな前進です。 

③「誰も排除しない」姿勢
第 1原則（組合員資格）の説明で、「いかな

る差別もなく」開かれていることが強調されま
した。包摂性、多様性を認め合い、誰も置き去
りにしないという姿勢は、私たちの活動の根幹
です。 

④「相互扶助」の重視  
第３原則に「相互扶助を高める」を加えるこ

とを提案しました。協議草案 2では、価値に
「mutual self-help」が加わりました。 

３．「ここは譲れない」見直し協議として、引

き続き求めたこと 

一方で、私たちの願いがまだ十分に反映され
ていない部分もあります。日本の協同組合の現
場感覚からすると、「ここはどうしても入れて
ほしい」というポイントが 3つあります。これ
らは今回の意見書で強く要望しました。 
(1) 職員は｢雇われる人｣ではなく｢パートナー｣

こだわりの一つは「職員」の位置付けです。 
1995 年に改定された現行の原則には、職員の
役割があまり書かれていません。「協議草案
２」では第 5原則（教育）の中で少し触れられ
ましたが、私たちはもっと明確に位置づけるべ
きだと考えています。 日本の生協や農協は組
織が大きく、日々の活動を支えているのは職員
です。職員が「協同組合で働く人」として扱わ
れるのではなく、組合員と一緒に悩み、地域を
つなぐ「パートナー（協同をともに担う者）」
として輝いてこそ、組織は元気になります。職
員の役割をはっきり書くことは、協同組合がこ
れからも民主的であるために不可欠です。 
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(2) 「市民との協働」で地域を守る
二つ目は「他の団体との連携」です。 人口

減少が進む地域では、協同組合だけで解決でき
ない課題が増えています。NPOや地域住民、
さらには自治体とも手を組み、協働して地域全
体の幸せ（公共的利益）を実現していかなけれ
ば、協同組合自身も生き残れません。「自分た
ちの利益」だけでなく「地域みんなの利益」の
ために市民と協力する。市民協働の視点を原則
にもっと反映させてほしいと伝えました。 

(3) 「利用」こそが参加の入り口
三つ目は、組合員の関わり方（参加）です。 

「参加」として、運営に関わり意見を出すこと
は基本ですが、「買い物やサービスを利用す
る」ことそのものも重要です毎日の買い物＝
「利用」をとおして、商品への意見やリクエス
トをすることは「参加」の第一歩です。「利
用」を通じて組合員としての自覚が育ってい
く、「利用即参加」というリアリズムを大切に
してほしいと訴えました。 

４．あえて「他人への配慮」という価値にこだ

わる理由 

今回、私たちが特に重視して意見をだしたポ
イントがあります。それは「協議草案２」で協
同組合が大切にする倫理的価値から削除された
「他人への配慮（Caring for others）」という
言葉の復活です。「協議草案２」では、この言
葉が削除され、「連帯（Solidarity）」という
言葉に一本化されました。「連帯には、配慮が
ふくまれる」という説明です。 私たちは、そ
れは違うと意見を提出しました。 「連帯」
は、自立した強い個人同士が横につながるイメ
ージです。でも、今の社会には、生活の困窮や
孤独で声を上げることができない人たちがたく
さんいます。 お互いが、そうした弱い立場に
気づき、寄り添う優しさ（配慮）があって初め
て、本当の「連帯」が生まれるのではないでし
ょうか。「配慮」という人間らしい温かみのあ
る言葉を、効率重視の時代だからこそ消しては
いけないと主張しました。 

５．理想の旗を降ろさない 

もう一つ、第 2原則（民主的管理）の表現に
ついても意見しました。「協議草案２」では、
大規模な組織の実態に合わせて、組合員の関わ
り方を「投票権や発言権を持つ」というハード
ルの低い表現に変えようとしています。確か
に、全員が経営に参加するのは難しいかもしれ
ません。しかし、原則とは「現状の追認」では
なく、「こうありたい」という理想（規範）を
示すものです。 「組合員が意思決定のプロセ
スに参加する」ことを明示することは、協同組
合の基本思想を示すことであり、維持すべきで
あると伝えました。 
また、提出した意見について「協同組合のア

イデンティティ（定義・原則・原則）」本文に
反映できなかったとしても、その解説書である
「ガイダンスノート」の中に書き込まれるよ
う、要望しました。 

６．これからの私たちにできること 

JCA によれば、「協議草案２」に対して世
界各国・地域・個人から約 40の意見が出され
ており、ICAはそれをうけて「協議草案３」を
まとめ、さらに検討に付すということです。
2027 年に予定される次期 ICA大会を経て、
ICA総会で決定される予定です。地域と協同の
研究センターとして、「協議草案３」について
も、紹介し検討する機会を設けます。 
今回の議論を通じて改めて感じたのは「協同

組合とは何か」を問い続ける（考え続ける）こ
との大切さです。「組織が大きくなっても、一
人ひとりの顔が見える関係をどう作るか」「協
同すること自体を、地域の社会的資源としてど
う活かすか」「協同組合ならではの価値をどう
測るか」～これらは、私たちの毎日の活動の意
味そのものです。会員の皆さんも、それぞれの
職場や地域で、「私たちにとってのアイデンテ
ィティ（協同組合らしさ）」って何だろう？ 
と話題にしてみてください。学習会や話し合い
のサポートの要望があればお寄せください。 
（文責：NPO地域と協同の研究センター  

事務局 向井 忍）
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第 15 回 難民食料支援学び語り合う会を開催して 
神田すみれ（地域と協同の研究センター研究員） 

2026年 2月23日、第15回 難民食料支援学び
語り合う会を開催しました。今回のテーマは
「次世代へと広がる支援の輪、難民の皆さんと
ともに歩む未来」です。 
 世界中で戦争や内戦、迫害が絶えない中、日
本、そして私たちの身近な地域にも、命を守る
ために母国を追われた方々が暮らしています。
難民食料支援の活動では、食料支援と並行し
て、地域住民との学びと交流を重ねる場として
回を重ね、今回で15回目を迎えました。 

桃の節句を通じた日本文化の紹介 
 今回の開催は3月3日の「桃の節句」を間近
に控えていたことから、日本の伝統行事を紹介
する機会ともなりました。会場の入り口にはお
雛様の飾りを用意し、スライド資料にもお雛様
の写真を取り入れて、難民の方々へその由来を
説明しました。桃の節句が「女の子の健やかな
成長を願う日」であることを通じ、平和への願
いを共有しました。 
 12時からの交流会で提供されたメニューも、
この行事にちなんだものです。炊き立てのご飯
で用意したちらし寿司と、温かいたまごスープ
を用意しました。どちらもコープ商品で、ムス
リムの方たちにも配慮した食材です。ちらし寿
司の準備は、参加者皆で食器を運び、配膳をし
ました。難民の方たちも、海苔やでんぶをかけ
て日本の味を体験する場面もあり、食事を囲む
時間は、自然な笑顔が溢れるなごやかな場とな
りました。 

世代と国境を超えた30名の交流 
 今回の集いには、名古屋会場（コープあいち
生活文化会館）、豊橋会場（豊橋生協会館）、
そしてオンラインを繋いだハイブリッド形式
で、全体で30名の方にご参加いただきました。
特に豊橋会場には桜丘高校の生徒と先生を含む
13名が集まり、活気ある交流が行われました。 
 これまでの活動を振り返ると、当初はボラン
ティアの授業を履修する学生たちのメッセージ
カードを通じた交流から始まりましたが、今で
は毎回多くの高校生や大学生が参加し、今回
も、若い世代が難民の方々と同じテーブルを囲
み、真剣に耳を傾ける姿が印象的でした。 

桜丘高校の生徒たちが繋ぐ「共感の輪」 
 豊橋会場に参加した桜丘高校の生徒の皆さん
からは、学校での平和活動や、昨年夏に難民シ
ンポジウムに参加した経験が共有されました。
彼女たちは、そこで得た気づきをもとに、所属

する演劇部で
難民をテーマ
にした朗読劇
を創作しまし
た。昨年11
月には本山の
生協会館でそ
の上演を行い
ました。本
日、名古屋会
場に参加して
いた難民の方からは、「朗読劇に参加したその
時間は、自分たちの思いが共有された、嬉しか
った」という、その時の率直な感動が伝えられ
ました。高校生の表現活動が、難民の方々との
確かな心の交流を生んでいることが確認された
瞬間でした。 

継続する大学生ボランティアと新たな挑戦 
 また、名古屋会場では、名城大学で「ボラン
ティア入門」の講義を受けたことをきっかけ
に、この難民食料支援に継続して参加している
学生も発言しました。さらに、昨年7月に発足
したNPO法人U CRANEの学生理事の方からは、
「同法人は当初、ウクライナ避難民の支援を中
心に活動してきましたが、今後はその枠を広
げ、地域で暮らすすべての多文化背景を持つ
人々を対象とした活動を展開していく」と、今
後の展望についての言葉がありました。若い世
代が自ら組織を立ち上げ、地域の課題に主体的
に取り組む姿勢は、大きな希望であると感じま
す。 

次回開催のお知らせ：6月14日はPLATへ 
 今回の振り返りでは、「英語や多言語で直接
対話したい」「もっと実情を知りたい、学びた
い」といった声も出されました。また、会場で
は食料品（お米、乾麺、缶詰、ビスケットな
ど）や現金の寄付も寄せられ、これらは責任を
持って必要な方々へお届けします。この歩みを
止めることなく、次回は初夏に開催いたしま
す。 
日時：2026年 6月 14日（日）10:00 13:00 
場所：PLAT（穂の国とよはし芸術劇場）研修室
大および名古屋会場（コープあいち生活文化会
館） 
 次回の発送作業は7月5日を予定していま
す。ぜひ、この輪に加わってみませんか。 

（かんだ すみれ） 

豊豊橋会場（豊橋生協会館）
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生活協同組合研究 2026.2 VOL.601

超高齢社会において生協が果たすべき役割を考える 
公益財団法人 生協総合研究所 2026年 2月 B5判 80頁 定価550円（消費税込） 

巻頭言

協同組合の「点」              神野直彦                 

特集 超高齢社会において生協が果たすべき役割を考える

開会挨拶                  中嶋康博

趣旨説明  （解題）            西尾 由

超高齢社会の進展とシニアビジネスの要諦   村田裕之

超高齢社会を機会と捉えて         矢尾板俊平

買い物難民を救え！移動スーパー「とくし丸」 住友達也

シニア世代が50％を超えた生協組合員    宮崎達郎

コープさっぽろの移動販売事業について    外川雅喜

福井県民生協の「くらしのサポート」

－ゆりかごから墓場までを実践－      中川政弘

閉会挨拶                  和田寿昭

■IYC2025の機会に協同組合の価値を再考する（第 11回）

組合員の参加が明らかにする日本の塩分摂取の状況

－日本医療福祉生活協同組合連合会

「24時間蓄尿塩分調査」より－       宮崎達郎

■国際協同組合運動史 （第47 回）

1980 年第 27 回 ICAモスクワ大会②

－日本のかかわり、Drレイドローとコメント－ 鈴木 岳

■本誌特集を読んで（2025・12）  中村年春・天野晴子

■新刊紹介 

川口かしみ著 『ジェンダーの視点で学ぶ憲法入門』

三浦一浩

●公開研究会

「生協総研賞・第 22回助成事業論文報告会」 （3／19）

文化連情報 2026.2･3 No.575  

被災者の手による地域の回復 
日本文化厚生農業協同組合連合会 2026年 2月 B5判 72頁 文化連情報編集部03-3370-2529＊注

農協組合長インタビュー（111） ひろしま農協

職員 2700 人で築く新生 JA ひろしま     田中義彦

２０２４年度文化連単協決算分析

食と農、地域のくらしの基盤を支える取り組みに活路を

西出健史

第 26 回厚生連医療経営を考える研究会

診療報酬改定、医療 DX、原価計算

医療の質と生産性向上を考える

小林美亜 森實雅司 高瀬浩造

考論 災害と地域づくり （5）最終回

被災者の手による地域の回復        山下祐介

フードインセキュリティからみた

日本の食料農業政策  磯田 宏

医療機関における原価計算 （中）

医療機関におけるコスト構造と原価計算の方法

  高瀬浩造

アフガニスタンが直面する環境破壊と人道危機

レシャード カレッド

二木教授の医療時評（240）
医療・リハビリテーション職に必要な医療経済・政策学

の視点と基礎知識

－効果的・効率的で公平な医療・リハビリテーションの

ために                  二木 立

農高生と地域をつくる

～我はいかにして農業高校教員となりしか～ （13）
「全国農業博物館・資料館ガイド」を刊行する①        

橋本 智

多様な福祉レジームと海外人材 （89）
海外に移住する労働者は誰が守るのか  

安里和晃

デンマーク＆世界の地域居住（198）
モンテッソーリケアを基盤に支援を提供する

「株式会社おひさま」（大阪府豊中市）  松岡洋子

◆第 2 回厚生連診療情報分析報告会

（on-line 開催）のご案内

◆介護報酬臨時改定および介護テクノロジー活用セミナー

（第 34 回 農協福祉研究会）のご案内

□自著を語る

どうする中山間地直接支払い制度 迷走から未来へ

           橋口卓也

 線路は続く（201）汽笛が誘う函館本線“山線”    

西出健史

 最近見た映画

おくびょう鳥が歌うほうへ       ／ 菅原育子
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巻頭インタビュー  

●私たちの生協のこれから

事業と活動の両面で組合員のくらしに寄り添い

「つながる力で未来をつくる」

日本生協連●代表理事会長 新井ちとせ氏

特集 つながる力で未来をつくる 

～協同組合・行政・諸団体と連携し 

社会的課題に挑む生協～ 

１ 協同組合間協同で法人を設立し 

食の支援をとおして大阪の地域課題に挑む 

一般社団法人なにわフードバンクしっかり食べや 

●理事長 松浦賢司氏

２ フードバンク活動から始まり 

多様に広がった就学援助世帯への支援 

NPO法人フードバンクしまねあったか元気便 

●事務局長 大木理之氏 

生協しまね●常務理事 玉置悟郎氏

   組織運営部 つながり応援チーム リーダー  

新井 徹氏

３ 自治体との協同で実現した買い物支援事業への参加

おかやまコープ●代表理事 専務理事 徳山雅昭氏

連載 

●全国生協の宅配事業・宅配センター運営を学ぶ 

第54回  

「４勤３休」就労制度導入の成果と今後の展開 

コープみらい 

●コープデリ連合会 

 コープみらい宅配運営部 千葉エリア次長 古川浩二氏 

コープデリ連合会  

コープみらい宅配運営部 千葉エリア第２地区長

 蛭田由隆氏 

コープデリ北総センター センター長 横山篤史氏 

コープデリ北総センター 地域担当    清水佑人氏

生協運営資料 2026.1  No.346  

つながる力で未来をつくる 

～協同組合・行政・諸団体と連携し社会的課題に挑む生協～ 
日本生活協同組合連合会 2026年 1月 B5判 52頁 880円（消費税込・送料別） 

地域・協同の運動、協同組合に関する文献資料、協同組合・生協関係の研究所などの調査研究成果や研究セ

ンター会員の研究成果などから、比較的入手しやすいと思われるもの、寄贈いただいたもの(＊)などを中心に

順不同で紹介しています（主な内容は目次等から事務局が要約しています）。詳細は研究センター事務局までお

問い合わせください。

※『CO・OP navi』、からデジタル、そして noteへ
長らく紙媒体で発行されてきました『CO・OP navi』は、2025年 12月号をもっ
て紙での発行を終了し、デジタル版へ完全移行することになりました。そのメリ

ットの一つとして、より多くの人たちに届けられるようよう noteで発信されてい
ます。この 1月から「プレオープン」し、デジタル版への移行作業を進めていく
ということです。右の二次元コードから「プレオープン」の『CO・OP navi』を見る
ことができますので御覧ください。

中嶋好夫顧問のご逝去について

去る２０２６年１月 7 日に顧問の中嶋好夫様がご逝去されました。
中嶋様は、愛知県の農業協同組合運動の発展に尽力されてきました。
東知多農協の常務理事を務められた折り、旧めいきん生協との連携を

積極的にすすめられました。めいきん生協と東知多農協との連携の歴史
については、研究センター発行の増刊「地域と協同」№12 号「創立２５
周年・NPO 法人化２０周年特集」の田辺凖也さんとの対談記事に詳しく掲載しています。

中嶋様は、地域と協同の研究センター設立の時から運営委員と
して当センターの運営にご尽力いただきました。２０００年度
NPO 法人化の際理事に就任され、２００１年度からは顧問として
長きにわたり研究センターにご指導いただきました。  

あらためて感謝申し上げ、ご冥福をお祈り申し上げます。

地域と協同の研究センター

地域と協同の研究センター

対談記事は上記二次元コード
からお読みいただけます 
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紡績工場で働く女性たちを描いた「女工哀史」で知られる細井和喜蔵

（189７～1925）の文学碑が、彼の出身地である京都府与謝野町で昨年11
月に建てられました。その「女工哀史」の執筆を、1人の女工が支えてい

ました。本名堀としを（1902～1983）、細井が 1925年に亡くなって

のち、労働運動で知り合った高井と結婚し 5人のこどもを育てています。

 この本はその高井としをを対象とし、物語風に彼女の生涯を描かいて

います。その底本となったのが高井としをの「わたしの『女工哀史』」(岩
波文庫)です。これは 1970年代聖徳短期大学「現代女性研究会」が直接高

井としをから聞き書きしたものが基になっています。そのメンバーには

県内の紡績工場で働く女子大生がいました。高井としをは、岐阜県揖斐

郡久瀬村（現揖斐川町）で生まれ、10 歳で親元から離れ繊維工場の女工

として働き始めます。和喜蔵も 13 歳で近くのちりめん工場で働き始めま

した。その後15年間大阪や東京の繊維工場で働いています。紡織機械工でした。1921年東京モスリン亀戸

工場で働いていた堀としをは細井と出会い、失業中の細井を支え「女工哀史」の執筆を手伝います。完成し

たのは 1925年（大正 14年）でしたが、執筆の無理からか、細井はその年に亡くなります。

その後高井信太郎と出会い、1927年には兵庫県にある賀川豊彦の自宅に夫婦で住み込み、2年ほど家政婦

として働いています。高井としをの不屈性は、例えば戦後の混乱のなかで、闇市

では、知り合いの村の屠殺場から仕入れてきた臓物やたばこを売ることで 5 人

の子供を育てあげています。またニコヨンと呼ばれる日雇いの仕事でも、仲間

とともに労働組合をつくり、日雇い健康保険を勝ち取るのです。細井とは正式

な結婚ではなかったことから、「女工哀史」の印税は彼女に与えられず、貧困と

の闘いの日々でした。それでも不正を許さず、権利を主張することができたの

は、早くから労働運動を学び、また細井との出会いが原点になっていたように

思えます。暗い時代に、懸命に生きた高井としをから学ぶことは多いのではな

いでしょうか。

研究センター2月活動の報告 

※企画は様々な事情で中止・延期・オンライン参加のみとなることがあります。 
参加の前にホームページ等でご確認ください。 

書籍紹介 地域と協同の研究センター 熊﨑 辰広 会員からの書籍紹介 

地域と協同の研究センターNEWS第258号 発行日2026年2月25日定価200円（税・送料込み）
年会費には購読料が含まれています 

発行 特定非営利活動法人 地域と協同の研究センター 代表理事  森 政広  
〒464-0824 名古屋市千種区稲舟通１－３９ TEL 052-781-8280 FAX 052-781-8315 

E-mail AEL03416@nifty.com   HP http://www.tiiki-kyodo.net/

不屈のひと 物語「女工哀史」

著者：石田陽子 出版社：岩波書店 発行日：2025年6月

価格:2,420円（消費税込） 

7日（土）第22回東海交流フォーラム打合せ会 
13日（金）社会的援護研究会 
14日（土）第22回東海交流フォーラム 
18日（水）常任理事会 
19日（木）組合員理事ゼミナール第9回 
21日（土）沖縄戦跡巡り報告会 
25日（水）三河地域懇談会世話人会 
28日（土）生協職員マイスターコース第7回・修了式

地域と協同の研究センターの情報 
下記二次元コードからご覧ください。
ホームページ

facebook

インスタグラム
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